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　日本は、在外教育施設という海外に住む子どもたちのための学校を数多く設けています。保護者の

都合や国際結婚などの理由によって海外で生活する必要がある子どもたちは、現地の学校かインター

ナショナルスクール、もしくは日本人学校などの在外教育施設において学ぶこととなります。せっか

く海外に行ったのだから現地の学校に通わせて英語などを身につけさせたいと考える家庭がある一方

で、日本国内と同等の教育を実施している日本人学校は、１〜２年ほどで帰国するような家庭にとっ

てより自然に帰国後の教育を受けることができるという点で魅力的です。

　在外教育施設では、文部科学省を通して派遣された教員や各学校が採用する教員などによって授業

が行われています。このような先生たちは、現地の文化をうまく活かしながら海外だからこそ学ぶこ

とができるような授業実践を日々模索しています。例えば、社会科では現地文化を体験することを通

して、現地「を」理解するだけでなく、日本と並行して現地「も」理解できるような実践が試みられ

ています。また、信仰する宗教が異なることによって生じる死生観の違いを活かした国語科の実践も

あり、日本とは異なる子どもたちの反応がみられます。

　このように、海外だからこそできる授業や子どもたちが多様な背景を有していることを意識した授

業は日本にも広く紹介されるべきだと思います。特に、外国にルーツのある子どもたちが増加してい

る状況を踏まえれば、海外で教える先生たちの実践から学べることもたくさんあるはずです。しか

し、現状ではまだまだその可能性を引き出すことができていません。

　まずは、海外で教える先生たちの実践のユニークさを広く日本国内に広めていくとともに、今後教

員になる学生たちに対してもその魅力を伝えていきたいと考えています。そのためにも、情報を発信

し教員同士のつながりを生み出しつつ、様々な実践をアーカイブとして保存していくことができるよ

うなプラットフォームを構築することを目指しています。
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